
新機能と更新情報

次の表では、新機能に関連するコンテンツの更新、既存のコンテンツの変更、『Webexでの
Unified CMコール導入ガイド』で修正された重大なエラーについて説明します。

Webexアプリのアップデートの詳細に関して、メジャーアップデートと今後のアップデートの
プレビューについては「新機能」のドキュメントを参照し、マイナーアップデートとWebex
のバグ修正については「リリースノート」を参照してください。

変更内容日付

•「「コールを会議に移動する構成」」という新しいセク
ションを追加しました（展開の章）。

•機能テーブルに次のエントリを追加しました。

•コールを会議に移動する（通話中の機能：デスクトッ
プおよびモバイル）

•「概要」の章に、WebexがUnified CMとクラウドから構
成をプルする方法に関する詳細を追加しました。

•「アーキテクチャ」セクションを改善しました。

2021年 4月 7日

•中国および非中国展開用のAPNの最小リリースを追加し
ました。

•通話中の機能の表に「通話録音」を追加しました。

•「概要」の章に、内部およびMRA導入用のアーキテク
チャ図を追加しました。

2021年 3月 3日
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変更内容日付

•索引の「ポリシーパラメータ」の項に次のパラメータを
追加しました。

• E911EdgeLocationWhiteList

• EnableE911EdgeLocationPolicy

• EnableE911OnPremLocationPolicy

•「「環境の準備」」の章に、プッシュ構成、ロケーショ
ンモニタリングおよびCisco Unified Survivable Remote Site
Telephony（SRST）に関する新しいセクションを追加しま
した。

•追加機能の表に次の変更を行いました。

•追加機能の表の通話履歴のエントリに、コールエン
トリの削除と 30日間の 200コールの制限に関する情
報を追加しました。

•追加機能の表の通知の抑制エントリに、通話中およ
び会議中の通知をミュートに関する詳細を追加しま

した。

•デスクトップとモバイルのロケーションモニタリン
グを追加しました。

2021年 2月 3日

•索引の「ポリシーパラメータ」の項に次のパラメータを
追加しました。

• SoftPhoneModeWindowBehavior

• DeskPhoneModeWindowBehavior

•「「環境の準備」」の章に、コールパーク構成に関する
新しいセクションを追加しました。

•「概要」の章で、機能の表が次のように更新されました。

•通話中の機能の表に次の機能を追加しました。

•コールのパークと取得

2021年 1月 12日
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変更内容日付

•索引の「ポリシーパラメータ」の項に次のパラメータを
追加しました。

• SelfCareURL

• ShowSelfCarePortal

• ShowCallAlerts

•「概要」の章で、機能の表が次のように更新されました。

•「追加機能」の表で、「Webex Teamsでのコール」
の行に次の注記を追加しました。

有料のコールライセンスを持っているユー

ザは、ダイヤルパッドにアクセスできま

す。無料のコールライセンスを使用してい

る場合でも、他のWebex Teamsユーザに発
信することができます。

（注）

•「通話中の機能」の表で、モバイルの列に「セルフ
ビューのミラー表示」を追加しました。

•「展開機能」の表で、「iPhoneおよび iPadでのApple
プッシュ通知（APNS）とAndroidでの着信コールの
プッシュ通知」の行に次の注記を追加しました。

中国の規制により、iPhoneおよび iPadの
ユーザは、モバイルデバイスがロックされ

ているときに着信コールに応答するための

スライドオプションを利用できなくなりま

した。代わりにアラート通知が表示されま

す。着信コールに応答するには、まず画面

ロックを解除してから通知をタップする必

要があります。

（注）

•「展開機能」の表に「セルフケアポータルリンクの
設定」（デスクトップおよびモバイル）を追加しま

した。

2020年 11月 24日
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変更内容日付

•追加機能の表に、「ダイヤル文字列への一時停止の追加」
がモバイルでサポートされるようになったことを追加し

ました。

•マルチラインおよび Jabber移行ツールのパラメータに関
して、パラメータがUnified CMで選択可能なプリセット
ではないことを示す注記を追加しました。これらはカス

タムパラメータとしてポリシーに追加する必要がありま

す。

2020年 10月 29日
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変更内容日付

2020年 9月 30日
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変更内容日付

•機能の概要の表を再構成し、基本的なコール機能、通話
中の機能、追加機能、展開機能を説明する 4つの表に分
けました。各表にはデスクトップとモバイルのサポート

を示す列があり、一目でわかりやすくなっています。

•機能の概要の表に、次のエントリが追加されました。

•アプリからのビデオデバイスの制御（デスクトップ、
通話中の機能）

•コールオプションの簡略化（モバイル、追加機能）

• Contact Centerの統合（デスクトップ、追加機能）

• Jabraヘッドセットのサポート（デスクトップ、追加
機能）

•マルチライン（デスクトップ、通話中の機能）

• Extend and Connect（デスクトップ、追加機能）

• Dial via Office（DVO）（モバイル、追加機能）

•バーチャル背景のカスタマイズ（デスクトップの展
開機能）

•電話サービスの接続エラーとアクション（追加機能）

•コール録音（追加機能）

•ダイヤルプランマッピング（追加機能）

•「環境の準備」の章に「UnifiedCMの機能要件」の項を
追加しました。Webex Teamsで使用可能にするために事
前に設定する必要のある追加機能のサブセクションを追

加しました。

•「管理とトラブルシューティング」の章に、新しい項
「Jabber連絡先と共通設定をWebex Teamsに移行するた
めのユーザの設定」を追加しました。

•「ポリシーパラメータ」を「付録」に移動し、次の新し
いパラメータを追加しました。

• RemoteDestinationEditingWithMultipleDevices

• RemoteInUsePresencePrimaryLineOnly

• SelfCareURL

• ShowSelfCarePortal

• UserDefinedRemoteDestinations
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変更内容日付

EnableJabber2TeamsMigration•

• WebexTeamsDownloadURL

•「展開」の章に「ユーザ用のバーチャル背景の設定」を
追加しました。

•機能の概要の表に、次のエントリが追加されました。

•コールオプションの簡略化（コールオプションの有
効化/無効化と整理）：デスクトップの展開機能

• Androidでの着信コールのプッシュ通知（モバイル）

•その他のコールオプション：デスクトップ

•セルフビューのミラー表示：デスクトップ

•展開の章に、新しい項「プッシュ通知の設定と推奨設定」
および「ユーザ用のコールオプションの設定」を追加し

ました。

•環境の章の「ボイスメールの要件」で、Unified CMと
Unity Connectionのリリースを一致させることが推奨さ
れ、同じ認証タイプを使用する必要があることを明記し

ました。

•コールでサポートされるオプションとしして、VDI版
Webex Teamsを追加しました。

2020年 8月 27日

「Webexソフトフォンデバイスの作成と設定」の項で、モバ
イルソフトクライアントに緊急電話番号を設定する手順を追

加しました。

2020年 8月 10日
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変更内容日付

• XML設定ファイルの手順のポリシーパラメータに
「PreventDeclineOnHuntCall」を追加しました。

•「UCマネージャプロファイルの作成」の項に、次の注
記が追加されました。

「一部の展開では、音声サービスとUDSドメインの両方
が必要になることがあります。ユーザのWebex Teamsア
カウントが Unified CMと一致しない場合、Webex Teams
では、音声サービスのドメインのみからホームクラスタ

を見つけることはできません。この場合はUDSサーバを
設定する必要があります。音声サービスドメインも、モ

バイルおよびリモートアクセス（MRA）のサポートと
Expresswayサーバの特定のために引き続き必要です。」

•機能の表に次の情報が追加されました。

•「画面共有は、ユーザがデスクフォンで応答してい
る場合でも使用できます。電話機のユーザは、ビデ

オがサポートされていれば、電話機から共有画面を

見ることができます。サポートされていない場合は、

アプリで共有画面を表示します。」（デスクトップ

の画面共有）

•「同僚を連絡先リストに追加するときには、そのプ
ロファイルを編集して追加の電話番号を設定できま

す。これで音声通話やビデオ通話の発信時に新しい

電話番号が表示されるようになるため、代替番号を

コールすることも簡単です。」（デスクトップおよ

びモバイルの連絡先）

2020年 7月 30日
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変更内容日付

•展開の章で、新しい項「Webex Teamsでのボイスメール
のアイコンインジケータ」を追加しました。

•「Unified CMでの信頼されていない証明書の許可」の項
に、次の段落が追加されました。「iOSデバイスでは、
プライベートなエンタープライズ証明書を使用している

場合、デバイス自体にカスタムのルートCAをインストー
ルする必要があります。そうしないと、Webex Teamsは
SSO承認 URLへの移動に失敗します。」

•「Expressway証明書（MRAあり）」の項に、次の注記
を追加しました。「MRAのシナリオでは、証明書は
Expresswayで検証する必要があるだけです。」

•「UCサービスを使用したサービスプロファイルの設定」
の項で、SSOを使用しない場合にボイスメールサービス
のログイン情報ソースを設定する手順を追加しました。

•「サービス検出オプション」の項で、サポートされるサー
ビス検出方法に関する注記を更新しました。「シスコで

は、内部環境とMRA環境で SRVルックアップをサポー
トしています。サービス検出により、クライアントは、

エンタープライズネットワークの内部または外部にある

サービスを自動的に検出できます。クライアントは、ド

メインネームサーバのクエリーを実行して、サーバの場

所を提供するサービス（SRV）レコードを取得します。
内部環境および外部環境について、以降のDNSSRVのガ
イダンスを参照してください。」

2020年 7月 9日
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変更内容日付

•機能の概要の表に、次のエントリが追加されました。

•連絡先の追加、連絡先の検索、コールする（デスク
トップおよびモバイル）

•不在着信（デスクトップ）

• Webex Teamsコールのコール制御（デスクトップ）

•コールピックアップ（デスクトップおよびモバイル）

•特定のアプリケーションの共有（デスクトップ）

•ハントグループ（デスクトップおよびモバイル）

•セキュリティで保護されたコールのロック記号（モ
バイルの展開機能）

•ハントグループとコールピックアップを有効にするため
のXML設定ファイルの設定方法について説明する新しい
セクションを導入の章に追加しました。

•クライアント設定パラメータの設定

•クライアント設定ファイルの作成とホスト

2020年 6月 28日

•機能の概要の表に、次のエントリが追加されました。

•通話履歴コールバック（モバイル）

•通話の統計（モバイル）

• WebexTeamsコールのデスクフォン制御（デスクトッ
プ）

•高解像度（HD）ビデオ（デスクトップ）

•電話機サービスステータスのヘルスチェッカー（デ
スクトップ）

2020年 5月 28日
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変更内容日付

•機能概要表に次のエントリが追加されました。

•サービスドメインの自動検出

•導入の章に、次のセクションを追加または更新しました。

•「UCマネージャーのプロファイルおよびコールビ
ヘイビアワークフロー」（新規）

•「UCマネージャプロファイルの作成」（新規）

•「UCマネージャプロファイルの編集」（新規）

•「コールビヘイビアと UCマネージャプロファイル
制御ハブの設定」（更新）

2020年 5月 6日

•機能の概要の表に、次のエントリが追加されました。

•シングルナンバーリーチ（モバイル）

•ボイスメール（モバイル）

•緊急コール（モバイル）

•コール転送（モバイル）

•ビデオの共有を使用せずにコールに応答（モバイル）

2020年 4月 30日

•機能の概要の表に、次のエントリが追加されました。

•オートゲインコントロール（AGC）（デスクトップ
およびモバイル）

•会議コール（モバイル）

•マージ（モバイル）

•ビジュアルボイスメール（デスクトップの追加機能）

•「環境の準備」および「導入」の章に、ビジュアルボイ
スメールの設定要件が追加されました。

2020年 3月 20日
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変更内容日付

•機能の概要の表に、次のエントリが追加されました。

•コール待機（モバイル）

•転送（モバイル）

• TEL、SIP、Click To Callのサポート（モバイル）

•制御ハブヘッドセットの管理（追加機能）

• Cisco 700ヘッドセットに関する以下の情報を追加しまし
た。「Cisco 700シリーズのヘッドセットを使用している
場合、ユーザはUSBアダプタを使用してコールに応答、
保留、再開するだけでなく、ミュートとミュート解除を

行うことができます。」

•新しいセクション「Webex制御ハブのシスコヘッドセッ
トの管理」を、「管理およびトラブルシューティング」

の章に追加しました。

•新しいセクション「コール用プロトコルハンドラ」を「概
要」の章に追加しました。

•エラーが発生する前に削除された「ネットワーク要件セ
クション」を再び追加しました。

2020年 2月27日

•機能概要表に次のエントリがWindowsとMac用に追加さ
れました。

•セキュアなコールのアイコン をロックします。

• Cisco700シリーズ（Bluetooth）ヘッドセットのサポー
ト。

• [ポップアウトコール（Popout call）]ウィンドウ。

•一時停止をダイヤル文字列に追加します。

•「Webex Teamsでコールするためのライセンス要件（ユ
ニファイド CM）」では、有償のサブスクリプションが
必要な場合に、ユーザアカウントを組織内で管理する必

要があるため、ユーザアカウントはWebexでのコール
(Unified CM)を使用する特定のライセンス割り当てを要
求しません。

2020年 1月 30日
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変更内容日付

•機能の概要の表に、次のエントリが追加されました。

•モバイルプラットフォームの保留/再開。

•デスクトップ、デスクフォン制御モード、およびモ
バイルのさまざまなデバイスで再開します。

•モバイルプラットフォームの通話履歴。

•「ヘッドセットの要件」セクションに、次の注意事項が
追加されました。「Webex Teamsで Ciscoヘッドセット
500シリーズまたは Ciscoヘッドセット700シリーズヘッ
ドセットを使用すると、ヘッドセットファームウェアが

自動的に更新されます。ユーザは、更新が利用可能であ

ることを知らせるメッセージをポップアップ表示し、更

新後に確認応答することができます。」

2019年12月20日

•「環境の準備」の章にネットワーク要件情報が追加され
ました。

•「組織の SIPアドレスルーティングの設定」の項で、次
の内容を追加しました。「*. example.comは、トップ
レベルドメインではなくサブドメインのみに一致しま

す。」

2019年12月10日

•デスクトッププラットフォームの機能概要テーブルに通
話履歴が追加されました。

•ネットワークの「DSCP値を設定」すると、AF31から
CS3にマーキングするシグナリングパケットが変更され
ます。

2019年 11月 27日
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変更内容日付

•機能の概要テーブルに次の機能が追加されました。

• Webex Teamsコール (WindowsまたはMac):ユーザ
は、自分の電話番号を使用して、またはWebexTeams
コールを使用して発信するかどうかを選択できます。

Webex Teamsコールは、Webex Teamsを使用してい
る他のユーザにコールするための簡単な方法です。

ユーザは、通話中に画面とホワイトボードを共有で

きますが、コールを保留にしたり、コールを転送し

たり、電話のコールでのみ使用可能な他の機能を使

用したりすることはできません。

• SIP (URI)アドレスルーティング:コントロールハブ
で設定可能です。この設定では、Webexクラウドを
介してルーティングされる SIPアドレスを決定でき
ます。デフォルトでは、Webexサービス以外のすべ
ての SIP Uriが、ユニファイドCMを介してルーティ
ングされます。（新しいセクションとして、組織の

SIPアドレスルーティングの設定を追加する。）

2019年 11月 7日

• Unified CM証明書（MRAあり）では、Cisco CallManager
証明書への参照が削除され、次のメモが追加された：

「Tomcat証明書は、Webex Teamsが暗号化された呼び出
しに対して有効になっている場合のセキュアSIPにも使用
される（SIP OuthはMRAのデフォルトポート5091で動作
する）。詳細については、このガイドの「「暗号化され

たコールの電話セキュリティプロファイルの設定」」を

参照してください。」

• Unified CM証明書（MRAなし）に、次の注記が追加さ
れました。「Tomcat証明書は、Webex Teamsが暗号化さ
れたコールに対して有効になっている場合にセキュアSIP
にも使用されます (SIP Oauthはデフォルトポート5090で
動作します)。詳細については、このガイドの「「暗号化
されたコールの電話セキュリティプロファイルの設定」」

を参照してください。」

2019年 10月 9日
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変更内容日付

• Webexのコール（Unified CM）概要の機能テーブルに次
の機能が追加されました。

•表示時またはDNDが有効になっているときにコール
通知を抑制します。

• Tel、sip、および clicktocallプロトコルのサポート。

• Outlookからのクリック通話のサポート。

• Cisco 500シリーズヘッドセットのサポート

•新しいセクション「ヘッドセットの要件」を追加しまし
た。

•既知の既知の問題が削除されました。「Webex Teamsは
セキュアソフトフォンモードではユニファイド CMに登
録されません。回避策として非セキュアモードを使用す

る必要があります。」セキュアモードがサポートされて

いないその他の不正な情報を削除しました。

•暗号化コール用の電話機のセキュリティプロファイルの
設定の SIP Oath設定の固定手順。暗号化されたコールに
は、ユニファイド CM 12.5 (1)以降が必要です。

• Webexでの電話サービスの認証追加された注:「サーバア
ドレスと UCドメインの両方が設定されている場合、オ
ンプレミスでのみサーバアドレスがユニファイド CMに
接続するために使用されます。DNS SRVによる自動検出
は無視されます。MRAの場合、サーバアドレスは無視さ
れます。」

2019年 9月 26日

•新しいセクションとして、暗号化コール用の電話機のセ
キュリティプロファイルの設定を追加。

•ソフトフォンとデスクフォンの両方の制御モードでは、
次の機能テーブルに新しいWebexのコール（UnifiedCM）
概要通話中機能を追加しました。

•会議

•マージ

•転送

2019年 8月 29日

•自動検出を実行するかどうかを確認するには、[「Webex
Teamsで認証 (ckm With Webex Teams」 )]コンテンツを使
用して、ユーザ設定パスを表示します。

2019年 7月 25日
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変更内容日付

• SoftphoneモードのWebex Teamsのマージおよび転送機能
に関する限定的な利用上の免責事項を削除しました。(こ
れらの機能は現在一般に利用できる)。

2019年 7月 9日

•プレビューリリースの免責事項が削除されました。(Webex
Teams (ユニファイド CM)のコールは公式に使用できま
す)。

• SoftphoneモードのWebexチームに対して、マージおよび
転送を限定された可用性機能として追加しました。

•付録に新しいセクションユニファイド CM上で信頼され
ない証明書を許可するが追加されました。

•証明書の要件と既知の問題に次の情報が追加されました。
廃止された「署名アルゴリズム (sha-1など)で発行された
証明書は機能しません。 Cisco Unified Communications

Managerの『 Administration Guide』の「証明書
(Certificates)」の章に記載されているように、サポートさ
れているセキュアシグニチャ256アルゴリズムを使用する
必要があります。」

2019年 6月 27日

•ユーザのWebexの通話体験で、「Hybrid Call Serviceユー
ザのユーザ体験の変更」セクションに次の情報が追加さ

れました。

「WebexデバイスがHybrid Call Serviceに対応した場所と
して制御ハブで設定されている場合、ユーザはWebex
Teamsからダイヤルでき、そのコールは、受信側の発信
者 IDとしてそのデバイスの電話番号を使用してWebex
デバイスで開始されます。」

•証明書の要件で、MRA証明書の要件と再構成を 3つの
サブセクションとして追加しました。これは、ユニファ

イド CM証明書 (MRAなし)、ユニファイド CM証明書
(MRA)、および Expressway証明書 (MRA)です。

•ネットワーク内の DSCP値の設定で、QoSポート範囲情
報を修正します。以前は、オーディオストリームの場合

は「16384~24574」、ビデオストリームの場合は「24575
to 32766」を読み取ります。ここでは、「16384~24575」
と「24576 ~ 32676」をそれぞれ読み取ります。

2019年6月14日

新機能と更新情報

xvi

新機能と更新情報

新機能と更新情報

unified-cm-wbx-teams-deployment-guide_appendix1.pdf#nameddest=unique_9
unified-cm-wbx-teams-deployment-guide_appendix1.pdf#nameddest=unique_9
unified-cm-wbx-teams-deployment-guide_chapter1.pdf#nameddest=unique_10
unified-cm-wbx-teams-deployment-guide_chapter2.pdf#nameddest=unique_11
unified-cm-wbx-teams-deployment-guide_appendix1.pdf#nameddest=unique_12


変更内容日付

•再構成の要件セクション:WebexTeams (ユニファイドCM)
要件の各コールには、より簡単に検索できるようにする

ための独自のサブセクションが用意されています。

•「導入」の章に新しいセクション (エンドユーザ用の
Unified CMの設定Webexでのコール(Unified CM))が追加
されました。

2019年 4月 24日

•デスクフォンの制御モードでのミーティング参加がコー
ルフローに追加されました。

•「要件」のセクションに次の点を追加しました。

• Ciscoユニファイド Cm Administration > System >
serverでは、ユニファイド CMサーバ名を FQDNと
して定義する必要があります。

• Ssoを使用していないMRAの導入モデルと SSOを
備えたユニファイドCMはサポートされていません。

•現時点では、内部のみの自動検出をサポートしてい
ます。サービスディスカバリにより、クライアント

は自動的に企業のネットワークでサービスを検出す

ることができます。クライアントは、ドメインネー

ムサーバのクエリーを実行して、サーバの場所を提

供するサービス（SRV）レコードを取得します。

•サーバ情報を使用して、SRVレコードではなく設定
として使用している場合は、ユーザのWebex Teams
の電子メールアドレスは Unified CMのメールアドレ
スと一致する必要があり、少なくとも、ドメインが

一致する前のユーザ ID部分と一致している必要があ
る。

•「環境の準備」の章にWebexデバイスのハイブリッド
コールの設定保持が追加されました。

2019年 4月 10日

•ドキュメントの初期バージョン。2019年3月28日
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